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ウイルス、微生物から動物細胞に至るまでの幅広い生物種

を対象とした、高精度オミクス解析

・１細胞ゲノミクスを用いたマイクロバイオーム研究

・ラマン分光法による細胞内分子探索技術の開発

・細胞レベルでの組織理解のためのマルチオミクス解析

・複合的データを解析するためのツール・アルゴリズム開発

・1細胞解析
・マルチオミクス解析
・遺伝子工学
・分子生物学
・微生物工学
・バイオマスエネルギー
・バイオ計測
・ラマン分光
・マイクロフルイディクス
・バイオインフォマティクス

・健康な土壌の診断に向けた土壌微生物叢アトラスの構築

・産学連携（島津製作所、堀場製作所） によるLC-Ramanシステムの開発

・空間オミックス解析研究拠点 CECOAR（Center for Spatial Omics Analysis Research）の整備

・疾病メカニズムの解明、究極の個別化医療への貢献
・微生物による創薬開発
・付加価値の高い農産品の創出による日本の農業の活発化
・環境バイオモニタリング

写真

【微生物・ウイルス】
海洋微生物、土壌微生物、腸内細菌等の多様な環境サンプル

【真核細胞】
再生医療で注目されている心筋細胞や神経細胞、がん細胞
から酵母等
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• 環境の構成成分である細胞（真核細胞、原核細胞）やウイルス粒子の情報を1細胞レベルの解像度で解析
• 種々の生体成分を多角的に捉えることのできるマルチオミクス解析手法を構築し、様々な環境へと応用
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